
　就業規則に懲戒のルールを定め，万一のときはケ
ースバイケースでしかるべき処分を粛々と行うだけ
─というのは確かに冷静な人事のスタンダードか
もしれない。大々的に内外にPRするテーマでもな
いし，「うちの社員に限って」という信頼の気持ち
が人一倍強いのも人事担当者だ。ただし，ひたすら
社員を信じ，不正など起きてほしくないと祈るだけ
では組織を預かる責任は果たせないのも一方の事実
だ。日々の報道でも明らかな通り，「まさか」とい
う事件は，起きるときには起きる。そして，事前に
どれだけ警戒し，予防の手を打てていたかで，その
頻度，深刻度，影響度には差が出るというものだろ
う。もちろん，常日頃から疑いの目を持って社内を
巡回していたのでは人事は社員から全く信用されな
くなる。社員を信用すればこそ，不正など起こさせ
ない仕組みを築くというスタンスが重要なポイント
だ。そのためには，不正を働く心理・手口を知り，
不正の芽を早期に摘み，具体的で有効なけん制を機
能させる必要がある。本稿では，外部コンサルタン
トの立場で数々の事件を見てきた著者に，経験ベー
スの対応策を探ってもらった。“つい出来心でやっ
てしまった”などという言い訳を許さない職場作り
に役立つノウハウを学んでおきたい。 （編集部）

不正の手口を知り，予防の手を打つ
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～経理のプロが教える予防・けん制の着眼点～
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最近の傾向：
不正発覚のトレンドは，内部告発である
社員による経理・経費の不正の手口
全員ができる不正［1］領収書
社員による経理・経費の不正の手口
全員ができる不正［2］キックバック
社員による経理・経費の不正の手口
部署別で起こりうる不正
「粉飾」が人事部の業務に与えるダメージ
不正を働く社員の心理：
なぜ捕まらないという自信があるのか？
不正を防止する人事のポイント［1］
最前線の社員にも声掛けして不正を防止する
不正を防止する人事のポイント［2］
判断は客観的な数字や書面をもとに行う
不正を防止する人事のポイント［3］
変化球の質問から実態を感知する
不正を防止する人事のポイント［4］
できる人の場合にどう対処すべきか
不正が生まれにくい組織［1］人材採用
入社前に不正のリスクを最小限に抑える
不正が生まれにくい組織［2］社内ルール
アナログな方法を要所で使い分けする
不正が生まれにくい組織［3］社員研修
前職の文化が違う人たちを研修で統一する
不正が生まれにくい組織［4］人事異動
ジョブローテション，内部統制，ワークフロー
職場のモラルは，他社の不正事例を
「自分ごと」と思えるかどうかで決まる

不正行為の見抜き方・防ぎ方
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